
　「表現力」を育成する社会科の授業
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１。研究主題の設定

（１）社会科に求められる学力

　学習指導要領では、各学年の目標を次のような視

点から改善を行った。

　基礎的・基本的な知識。技能を活用し、学習問題

を追究・解決することができるようにするために、

各学年の段階に応じて、観察、調査したり、地図や

地球儀、統計、年表などの各種の基礎的資料を効果

的に活用したり、社会事象の意味や働きなどにつぃ
ｰ
て考え、表現したりする力を育てること。

　　　　　　　『学習指導要領解説　社会編』より

　学習指導要領改訂の基となった、中央教育審議会

の答申では、改善の具体的事項として次のように示

されている。

①作業的、体験的な学習や問題解決的な学習を一層

　充実させることにより、学習や生活の基盤となる

　知識。技能を習得させる。

②①を活用して観察・調査する。

③①を活用して各種の資料から必要な情報を集めて

　読み取ったりしたことを的確に記liヽする。

④③を比較。関連付け・総合しながら再構成する。

⑤考えたことを自分の言葉でまとめ伝え合うことに

　よりお互いの考えを深めてい＜。

　　　　　　　『学習指導要領解説　社会編』より

　以上のことから、社会科に求められている学力と

は、大きく分けて次の２つある。第一に、「基礎的・

基本的な知識・技能の習得」である。第二に、それ

らを活用して「思考・判断・表現する力」である。

　学習指導要録の改訂にともない、「思考・判断」と

　「技能・表現」が、「思考。判断・表現」と「技能」

へ見直された。国立教育政策研究所教育課程研究セ

ンター「評価規準作成のための参考資料」では、「表

現」について次のように定義している。

　（略）つまり、「表現」とは、これまでの「技能。表

現」で評価されていた「表現」ではなく、思考。判

　　　　　　　　　　　　　　　　　一断した過程や結果を言語活動のなかで児童生徒がど

のように表出しているかを内容としている。

　　　　　　　「評価規準作成のための参考資料」

　　国立教育政策研究所教育課程研究センターより

　これまでの「技能。表現」では、例えば「歴史新

聞」にまとめたり、調べ学習の結果を模造紙にまと

めたりした内容を評価してきた。子どもたちが学習

したことをまとめる際に、イラストや絵、図、グラ

フなどを選び、作品としてまとめる力を「技能・表

現」として評価してきたのである。しかし、新たな

４観点においては、それらの活動は「技能」として

評価される。そして、「表現」とは、子どもたちが獲

得した知識や技能を活用しながら考えたり判断した

りしたことを、言語の形で表したものを評価するの

である。

　つまり、「表現力」とは、子どもたらが学習活動の

中で考えたことを書いたり話したりする力であると

言える。

　（２）児童の実態と目指す子ども像

　４年生社会科「町の清潔を守る　ごみを処理する

仕組みを調べよう」では、課題解決の方法を習得さ

せることを中心に学習を進めた。ごみを処理する仕

組みを調べるため、副読本『きら』を読み込む子、

図書館へ足を運ぶ子、ごみステーションを見学する

子、家庭から出るごみの量を比べる子と、課題解決

のために主体的に学習する子どもの姿が見られた。

　しかし、子どもの一人調べの内容を見ると、事実

の羅列であり、事実から自分なりの考えを導き出す

子は少なかった。また、話し合いでは、自分の意見

を活発に発言することはできるが、友達の意見につ

け足したり、反対意見を述べたり、質問したりして

自分の考えを広げたり深めたりする子は一部であっ

た。

　社会科に求められる学力、学級の児童の実態から、

研究主題を次のように設定した。

　　　　「表現力」を育成する社会科の授業

　　　一　主体的な学習参加を目指して　－

２．研究の方法

　（１）表現力を育成するための手立て

　表現されたことの質は、思考・判断の質に規定さ

れる。よって、表現力を高めるためには、思考力・

判断力を高める必要がある。

　また、表現する方法が適切でなければ、お互いに

意見をかかわり合わせることができず、考えを深め

ることもできない。

　そこで、子どもたちに表現力を育成する手立ては、

　「思考力。判断力を高める」こと、「表現の仕方を身

につけさせる」ことの二つを考えた。

　【手立て１】

　子どもたちが主体的に学習し、社会事象をさまざ

まな面から考える力をつけるために、問題解決的な

学習過程で単元を構成する。

　【手立て２】

　問題解決的な学習過程の各段階で、話し方、聞き

方、書き方などの適切な表現方法を身につけさせる。

　（２）検証方法

　手立てが有効であったか、抽出児童を設定し、抽

出児童の取り組みや変容を通して検証する。

抽出児童Ａ児（小４女児）

　　「町の清潔を守る　ごみを処理する仕組みを調べ

よう」では、課題を解決するために、家族に聞いて

分別の仕方や家庭のごみの種類を調べることができ

た。しかし、友達の意見を取り入れて自分の考えを

深めたり、話し合いで自分の意見と友達の意見を比

べて話したりするまでには至っていない。
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３。研究単元の構想

　（１）教材「くらしを支える水」

　本単元の教材「くらしを支える水」は、問題解決

的な学習に適した教材である。理由は四つある。

　第一に、子どもたちの身近にあることである。４

年生の段階では、具体的な物を見たり、身近な人に

聞いたりして追究していくことが望ましい。家族に

聞く、水道料金票を見る、パンフレットを読む、施

設を見学するなど、具体的な資料を使って追究する

ことができる。

　第二に、意外性があることである。例えば、一日

に使う水の量や、水の値段、水が作られる仕組みは、

子どもたちにとって考えたこともないことだろう。

水は、普段の生活で無意識に使っているため、普段

は考えなかったことを知る知的好奇心に満ちている。

　第三に、追究し続けやすいことである。水を浄化

する仕組みは、ダムに始まり、浄水場、配水場、浄

化センターと続いている。各施設がつながりを持ち

ながらも固有の働きを担っている。

　第四に、多面的に考えられることである。飲み水

を作るときに一番気をつけることは、安全な水を作

ることである。そのために浄水場ではさまざまな工

夫が為されている。最近では、環境に配慮して水を

繰り返し利用したり、薬品を最小限に抑えたりして

いる。このように、安全、環境と多面的に捉えるこ

とができる。
　（２）単元の構想

　手立てを組み込み、問題解決的な学習過程の単元

　　「つかむ」段階では、普段使っている水道水と川

の水を比較したり、日本の水道水が世界一安全で安

心な水であることを知らせたりする。そして、身の

回りの水について家庭の聞き取り調査をする。これ

らのことを通して、子どもたちは、「普段使っている

水道水がどのように浄化されて家庭に届けられる

か」に興味をもち、水を浄化する仕組みを調べるた

めに動き始めるだろう。動き出した子どもたちは、

副読本『きら』や水道局発行の資料、インターネッ

ト、家庭での聞き取りを通して、ダムや浄水場、浄

化センターの情報を集める。子どもたちが集めた情

報には個人差が生じる。そこで、調べたことを発表

する機会を設ける。自分の調べの足りなさに気づく

とともに、友達の調べのよさから学ぶことができる

だろう。

　　「深める」段階では、同様に、浄水場や浄化セン

ターの見学を行ったあとに、分かったことを整理す

る時間を設ける。その際、事実にとどめるのではな

く、事実の裏にある理由や働く人たちの思いに迫る

ことができるようにする。そのために、自分の考え

を書かせる際には、見つけた事実が何のために行わ

れているのか、働く人がどんなことに気をつけてい

るかを考えさせる。

　　「広げる」段階では、学習してきたことをもとに、

水を守るためにできることを考える。水の循環につ

いて学んだことを生かし、今、自分にできる水を守

る活動や、将来自分にできるだろうことを考えさせ

たい。子どもたちの考えが妥当なものであるかどう

かを確かめるために、下水出前講座を活用し、自分

たちの考えたことを専門家に聞いてもらう時間を設

ける。

（３）評価基準

　単元の評価基準を、評価の観点、方法、基準、Ｃ

の子への対応の４つで構成した。（表１）

　基準は、授業中の子どもの姿で表し、Ｃの子への

対応策は、具体的な手立てを明記した。教師が目指

す子どもの姿を明確にイメージできなければ、子ど

もに力をつけることはできないからである。
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４。実践と分析

（１）第１次身の回りの水について調べよう

　④教材「水」と出会い興味をもつ子どもたち【第１時】

　　「あいちの水」を一人一人に少しずつ配り、味見

をした。「おいしい！」「水道の水といっしよ」とい

う声が上がった。においをかいでみた子からは、「に

おいがしない」「水道のにおいがする」と、さまざま

な声が上がった。飲んだ水が水道水であることを話

すと、「ええ～」と驚きの声々、「やっぱり」という

納得の声が上がった。

　続いて、ペットボトルに入れた水をビーカーに注

ぎ「飲んでみたい人」と尋ねた。ざっと手が挙がっ

た。「これは、池田先生が川でくんできた水です。そ

れでも飲んでみたい人？」と説明すると、ぱっと手

が下がった。

　においをかいでみると、「くさい」「川のにおいが

する」という声が上がった。

　　「水道水を作るためには頭首工で、川から水を取

り入れます。みなさんが飲んでいる水道水は、岡崎

市と豊田市の間にある、細川頭首工で川から取り入

れられているのです」と説明した。

　続いて、日本や世界の水事情として、次のことを

話した。

・世界中で水道水を飲める国は、日本とスイスの２

　か国だけで、その国のどこでも水道水が飲めるの

　は日本だけ。

・日本の漏水率は世界で最も低い。東南アジアの国

　では、漏水で作った水の半分が漏れてしまう。

・アフリカでは水をくかために往復４時間かかかる。

・平成６年の大渇水では、プしルに入れない。給食

　のメニューがかわるという二とが起二った。

・東日本大震災では、被災地で水が足りず、給水車

　が出動した。

　次に、水に関する課題を四つ出し、予想を立てさ

せた。

１　身の回りのどんなことに水を使うか。

２　一日にどれくらいの水を使うか。

３　お金にしていくらか。

４　じゃ口はとこにつながっているか。

　　「一目にどれくらいの水を使うか」では、5000リ

ットル、１万リットルという予想が飛び出した。そ

こで、「トイレを１回流すと、約10リットルの水を

使います。 5000

リットルとい

うと、トイレの

水500回分で

す」と説明する

と、驚きの声が

上がった。

　　「お金にして

いくらか」では、

1000円から数万円まで、さまざまな予想が飛び出し

た。そこで、「１日に1000円とすると、３０日間で

は3.000円になりますね。１０万円というと、一ヶ

月で300万円です。自動車が１台買えるくらい水を

使っているのですね」と確認した。

　普段の生活では水を当たり前のように使っている

が、水の値段や水の量について意識していない。よ

って、予想は常識外れなものにならざるを得ない。

各家庭には水道メーターが設置されていることや、

水道料全票が届けられていることを話し、授業を終

えた。

　Ａ児は、普段何気なく使っている水が世界では貴

重なものであることを知り、驚いている。（資料１）

　本に興味をもった子どもだらけ、家庭で水道料全

票を見せてもらったり、家族に話を聞いたりしてき

たレまた、家族が水道関係の仕事をされているため、

求めてきた。（資料２）

　川の水と比べたり、水についての意外な知識を伝

えたりすることで、子どもたちが「水」に興味をも

ち、追究し始めるようになった。（手立て１）

　②身近な水を見直す子どもたち【第２時】

　授業では、１～４の課題について、調べたことを

交流した。板書は下の通りである。（資料３）

　まず、班の中で一人ずつ発表させた。班で発表を
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水道について

話を聞いてき

た子がいた。

　Ａ児は、家

族に過去の水

道料金票を見

せてもらい、

一目分の使用

量を計算して



行っている間に教師が机間指導し、調べた内容を把

握した。欠に、それぞれに調べたことを発表させた、

　　「身の回りでどんなことに水を使っているか」で

は、水槽の水、植木、掃除、家事、食事に加え、田

んぼの水にも使われていることを見つけてきた、中

には、使い道だけではなく、どれだけ使われている

かを調べた子がいた。

　　「１日にどれくらいの水を使っているか」では、

水道料金票をノートに貼って来た子がいた。さらに、

１口分の水の量と代金を計算してきた子がいた。

　　「お金にしていくらか」では、家族の人数々生活

の仕方によって違いが大きい二とが分かった。また、

多いときで179円、少ないときで151円と、非常に

くわしく調べてきた子がいた。

　　「蛇口の先はとこにつながっているか」では、家

の人に聞いたり、教科書や本、インターネットで調

べたりしてきた子もいた。大変意欲的に調べている

　発表したことを、黒板に整理した。（前頁資料３枠

内）子どもだらけ、調べ学習を通して水を作る流れ

の概略をとらえることができていることが分かる。

また、子どもたちの調べ学習では調べきれなかった

　「はてな」かおることがわかる。

　そこで、「調べていきたい『はてな？』はあるかな］

と投げかけ、授業を終えた。

　子どもたちの中には、『きら』で調べてもいいか、

家で調べてき　資料4　Ａ児の振り返り　　

家で調べてきてもいいかと尋ねてくる子

がいた。

　Ａ児の振り

返りからは、友

達の調べを聞

き、水は「高い

か安いか」とい

う新たな疑問をもっている二とがわかる○（資料４）

　身の回りの水について調べ学習をしたことで、水

に関する知識を得るとともに、新たな疑問をもち、

さらに追究していこうとする意欲を高めることがで

きた。（手立て１）

　③水の「はてな」を追究する子どもたち【第３～６時】

　授業の始めに、前時の内容をふりかえるため、学

級通信を配り、読み聞かせた。そして、前時に書い

た「はてな？」を発表させた。子どもだちからは、

次のようか「はてな？」が出された、

　【ダム】

　・ダムの水ほど二からくる（ﾉ）か。

　・井戸の水か、川の水か、雨水か。

　・ダムでは、何のために水をためているのか。

　【浄水場】

　・飲み水にするために、働く人はどんな工夫をし

　　ているのか。

　・飲み水を作るためにどういう手間をかけている

　　のか。

　。機械か手作業か。

　。カルキの役目は何か。

　【浄化センター】

　・浄化センターでは、水をリサイクルできるのか○

　・浄化センターから出た水はとこへ行くのか。

　・もどるとしたら、ダムに戻るのか。

　【その他】

　　。水はなぜ安いのか。

　　・売っている水と飲み水のちがいは何か。

　子どもだちから出された「はてな？」を板書で整

理した。（資料５）すると、大きく２つに分けられた。

第一に、水を作る仕組みについての「はてな？」で

ある。第二に、水そのものに関する「はてな？」で

ある。　４年生社会科の学習内容としては、第一の水

を作る仕組みの「はてな？」を扱う二とが妥当であ

る。「４年生のお勉強では、水の仕組みについての『は

てな？』を調べていきます」と告げた。

　そして、自分が調べたい「はてな？」を３つ選ば

せた。調べる課題は、具体的な方がよい。あいまい

な「はてな？」では、調べる二とができないからで

ある。「ダムの役割」という「はてな？」よりも、「ダ

ムはなぜ水をためるのか」という「はてな？」の方

がよい。

　次に、「はてな？」を調べる方法を考えさせた。子

どもだちからは、家の人に聞く、『きら』を見る、図

書館の本を見る、インターネットを見る、見学する

などの方法が出された。「次からは、みんなが選んだ

　「はてな？」を調べていきます」と告げ、授業を終

えた。

　第４時から第６時を調べ学習の時間とした。教室

には、子どもたらが持っている副読本『きら』以外

に、愛知県水道局が発行する各種パンフレットや、

図書室にある調べ学習の本を用意した。子どもたら



は、調べ学習の時間には、教室で調べたり、図書室

へ足を運んで調べたりする子が多かった。

　今回の調べ学習では、インターネットによる調べ

学習は、授業に取り入れなかった。事前に教師が浄

水場や浄化センター、矢作ダムのホームページを見

たところ、専門的な用語が多く、子どもたちにとっ

ては難解であると判断したからである。二のような

場合、子どもだらけホームページの主る写しにとど

まり、語句を辞書で調べることに終始してしまう二

とが多いからである。

　中には、家族に町立図書館へ連れて行ってもらっ

て資料を集めてくる子冲、休日に家族で矢作ダムに

出かけ、ノートにまとめてきた子もいた。

　調べ学習では、調べてわかった事実を書くことと、

事実から考えたことを書くことを教えた。

　今回の調べ学習では、矢印や記号を使ったり、イ

ラストや図を使ったりしてまとめる子がいた。

　Ａ児は、６月１３日の一人調べでは、幸田浄水場

について調べ、分かったことを箇条書きにしている。

６月１６日の一人調べでは、水源から海に至る水の

循環を図でまとめている。（資料６）

　Ａ児は、副読本『きら』、幸田浄水場の資料、矢作

川浄化センターのパンフレットを使って調べたこと

を、ノートに整理している。さらに、調べて分かっ

たことから、自分なりの考えを導き出している。

　身近な水を調べたことから「はてな？」を考えて

一人調べを行ったことで、子どもたちは意欲的に追

究することができた。（手立て１）

　一人調べでわかったことのまとめ方を教えたこと

で、情報を整理し、自分なりの考えを導き出すこと

ができた。（手立て２）
　④一人調ぺの交流から「はてな？」を作る子どもたち【第７時】

　単元の中心となる「はてな？」を作るために、一

入調八了わかったことを交流する時間を設けた。意

見を交流する際に、お互いの意見をかかわらせるた

め、付け足して発言できる話型を示した。（資料７）
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　　　　　　　　第４学年

「私はこう思う。何でかというと、～だから」と、

結論から話し、その理由づけができる。

★教師の立つ位置を変え、話す人の反対側

　に立つ。

★ノートなどに書いたものは、自分の考え

　を整理するだけのものであることを教え

　る。読んだ言葉は、相手に伝わらないと

　いうことを、発言のたびに言っていく。

「。○さんと同じで」「。。さんとちよつとちかっ

て」と比べながら発言することができる。

★「私は…」か「私も…」か区別して自分

　の考えや意見が言えるように聞かせる。

★同じ意見は３～５人、その後「私は」と

　いう意見を出すというルールを教える。

書こうとすることの中心をはっきりし、自分の思

いや考えを書くことができる。

★ノート指導

　例：理科　予想→実験方法→結果→考え

★いろいろな授業の終わり５分をとって、

　自分の考えたことを書く習慣をつけさせ

　る。

　これは、白浜小学校で１年生から６年生まで系統

的に取り組んでいるものである。学級でも、４月か

ら継続して取り組んできた。子どもたちの意見は、

水の循環の図にして板書し、整理した。（資料８）

　授業の前半では、子どもたちに調べてきたことを

次々に発表させた。

Ａ児　　最初に水源からダムに行った後、取水堰か

　　　　らダムに行って、浄水場に行ってダムに届

　　　　きます。これだけたくさんの手間がかかっ

　　　　ているから、水は大切にしなければいけな

　　　　いと思いました。

Ｃ１　　Ａさんと同じで、水が家に来るまでを調べ



　　　　ました。最初、海、ダム、浄水場、配水場

　　　　という順番で家に届くことが分かりまし

　　　　た。

Ｔ　　　Ａちゃんが言った水源というのは、海のこ

　　　　とですか。

Ｃ１　　ん～…。

Ｔ　　　（つぶやきを拾って）林ですか？

　　　　そのことについて調べた人、どうぞ．

Ｃ２　　林です。

Ｃ３　　ダムは森の奥の方にあると思うから、海は

　　　　家庭のもうちょい左の方。

Ｔ　　　家庭のすぐあとが海。調べたことが言える

　　　　人。

Ｃ４　　海は、浄化センターのあとあたりにありま

　　　　す。わけは、調べたところに、「きれいにし

　　　　た水は、海に流します」と書いてあったか

　　　　らです。

Ｔ　　　同じようなことを調べて知っているよとい

　　　　う人いますか。

Ｃ５　　Ｃ４ちゃんと少し同じで、いったんよごし

　　　　た水を元通りにするのは大変だから、戻し

　　　　ていい水に、害がない水に戻してからなら、

　　　　海に流していいことがわかりました。思っ

　　　　たことは、なぜ、水はきれいなのに、海の

　　　　水は塩辛くなるのかなと思いました。

　子どもたちは調べてノートに書いてあることを発

表している。子どもたちの発言が長くなると、「要す

るにどういう二とが言いたいの」と尋ね、短く言い

直させた。

　また、資料をまる写ししたことを発表した場合に

は、「みんなに分かる言葉で言ってごらん」と言って、

発言を止めさせた。どの授業でも行っていることだ

が、板書しているとはいえ、発言が長くなったり、

一度に複数の内容を話し始めたりすると、聞いてい

る側か聞き切れなくなるからである。

　授業の後半では、水を処理する過程で行われる作

業が、何のために行われているのか、これまでに出

た意見から予想を立てさせた。

Ｃ１２　沈殿池というところで、砂やにごりをしず

　　　　めて、ろ過池で日に見えないよごれをとっ

　　　　て、消毒して、岡山配水池に送られて学校

　　　　とかに配られているから、まず、ごみとか

　　　　をとってから消毒されています．

Ｔ　　　じゃあ、砂や水やごみを取るのも、安全な

　　　　水を作るためということですか。

Ｃ１３　Ｃ１２君と同じで、すごく小さなごみを砂

　　　　の間に通して小さなごみを取り除くです。

Ｃ１４　Ｃ１２君に似ていて、大きなごみを取り除

　　　　くのは、「除じん機」という機械があって、

　　　　大きいごみを取り除くところがあります。

Ｃ１５　消毒するのは、家の周叫こきたない水がく

　　　　ると、くさいにおいが発生して、はえやか

　　　　などが発生して、多くなってしまうから、

　　　　消毒をしている。

　　　　はえやかが多くなると、どんなことが困る

　　　　び）。

Ｃ１５　外に出るときに、家の人が困るから。

Ｔ　　　安心して生活できるようにするためという

　　　　ことですか。

　言葉が足りない発言に対しては、教師が問いかけ

ることで言葉を引き出していった。

　その後、浄化センターの水処理が、魚のためや泳

ぐ人のためという意見が出た。水の循環についてま

だまだ理解していないと思われたので、一旦区切っ

て、水の循環を確認した。

　子どもだちから出された予想は、「安心な水をつく

るため」「安全な水をつくるため」「みんなが安全に

くらすため」「おいしい水をつくるため」であった。

　そこで、「みんなからは、働く人たちが安全で安心

な水を作るためにいろんなことに気をつけているん

じやないかという予想が出てきました。明日の見学

では、はたらく人たちが本当にこういうことに気を

つけているのかなということを確かめて、証拠を見

つけてきましょう」と投げかけて、授業を終えた。

　子どもたちに話型を示すことで、意見を付け足し

て発言することができ、一人調べで見つけた事実を

深めることができた。（手立て２）

　２　　２次　　でおいしい7を　るためこ。

　　　人はどんなことに気をつけているのだろうか

　①見学して予想を確かめる子どもたち【第8～11時】

　　「働く人たちがどういうことに気をつけているの

か」に対する予想を子どもたら一人一人がもって、

幸田浄水場と矢作川浄化センターの見学に臨んだ。

　幸田浄水場の見学

では、施設を通るたび

に、川の水からごみや

汚れが取り除かれ、透

き通ったきれいな水

へ変わっていく様子

に、子どもだらけ驚い

ていた。（写真１）

　矢作川浄化センター

の見学では、まず、下

水のにおいに驚き、施

設を通るたびににおい

がなくなり、見た日に

ち透き通った水に変わ

る様子に、驚いていた。

　（写真２）

　幸田浄水場も矢作川浄化センターも、見学するだ

けでなく、働く人に質問に答えていただく時間を設

けることができた。子どもだらけ、前時の話し合い

で考えた予想を確かめる質問をしていた。Ａ児は、

案内してくれた方に、「働いているみなさんが、水を

作るときに気をつけていることはどんなことです

か」と質問していた。

　学校に戻ってから、子どもたちに見学してわかっ

たことをノートにまとめた。まとめる際には、事実

だけではなく、自分が考えたことを書くようにした。
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　Ａ児の振り返りを見ると、事実に加えて、自分な

りの考えが書かれている。二つの気づきに対して、

それぞれに自分の考えを書いている。（資料９枠内）

　Ａ児は、「もっと考えを

書いてきていいですか」

と言って、自主的に家で

自分の考えを書いてきた。

　（資料１．）

　そこには、見学する前

に立てた予想を確かめる

記述を見ることができる。

　前時で「働く人が気を

つけていること」に対し

て予想を立てた上で見学

に臨んだことで、施設を

見たり、話を聞いたりす

るときの視点をもち、意

欲的に追究することがで

きたと言える。（手立て

１）
　②見学して分かったことから自分なりの考えを構

　　築する子どもたち【第１２時】

　浄水場、浄化センターでは、見学中に手に物を持

つことができず、メモをとることができなかった。

そこで、見学中に撮影した写真をスライドショーで

既示し、それぞれの施設がどんな役目をもっている

か確認し、気づいたことをメモさせた。

　まず、子どもたちのノートの左側にわかったこと

や気づいたことを書かせていった。一通りメモさせ

たあと、ノートの右側に気づいたことに対する自分

の考えを書かせた。（資料１１）

　Ａ児は、「①除じん機で大きなごみを取り除く」こ

とを、「飲んでもだいじょうぶな水にするため」に行

っていると考えた。（資料１１枠内）他に、「安全な

水にするため」「害がない水にするため」と考えた

　気づいた事実に基づいて自分の考えを書いたこと

で、水を作るために働く人たちのエ夫を多面的に捉

えることができた。（手立て２）

　③話し合いを通して予想を確かめる子どもたち

　　　【第１ ３ ・ １ ４ヽ時】

　話し合いをする前に、調べて見つけたことや、見
学して分かったことを根拠にして，自分の考えをま

とめさせた。　うまくまとめられない子に対しては、

教師のもとへ呼び、対話をしながらまとめさせた。

　(資料１２)

　Ａ児は、「飲んでも安全なくらいに水をきれいにし

ている」と考え、その理由を浄水場ではたくさんの

手間をかけて何度もきれいにしているからとしてい

る。また、浄水場と浄化センターとを合わせて、「少

しでもきれいにしようとしている」と考えている。

これは、見学前にはなかった視点である。

　話し合いでは、子どもたちの意見を整理して板書

した。（次頁資料１３）

Ｃ１　　みんなが安心して飲める水を作ることだと

　　　　思います。理由は、２４時間見ていると言

　　　　っていたからです。

Ｃ２　　Ｃ１ちゃんと似ていて、私たちが飲んでも

　　　　病気にならないように気をつけていると思

　　　　います。理由は、砂層を通して汚れをとっ

　　　　ているからです。

Ａ児　　私も同じで、飲んでもいいような水を作る

　　　　ためです。何度も手間をかけてきれいにし

　　　　ていたからです。

Ｃ３　　Ａさんと似ていて、安心して飲める水を

　　　　作るために、何度も繰り返してきれいにし

　　　　ていると思います。

Ｃ４　　Ｃ３君と同じで安心して飲める水を作るこ

　　　　とです。理由は、いつでも飲めるように、

　　　　ちゃんと家庭に届くように機械を点検して



13　　　　子どもたち

の意見

　ここまでの意見を見

ると、子どもだらけ、働

く人たちが、「安心して

飲める水を作る」ことに

気をつけていると考え

ている。そして、そのた

めにしていることを、２

４時間見ていること、砂

を整理した板書

層で汚れをとっていること、何度も汚れをとってい

ること、機械を点検していることと、四つ挙げてい

る。「安心して飲める水」という意見を多面的にみて

いることが分かる。

Ａ児　　きれいな水を作ることです。浄水場は、生

　　　　き物が住んでいるくらいきれいにしていま

　　　　す。それを、水槽の金魚で確かめていたか

　　　　らです。

Ｃ２９　Ａさんに似ていて、水槽の金魚は、水が汚

　　　　いと死んでし主うけど、きれいだと生きら

　　　　れます。

Ｃ３０　Ａさんに付け足しで、きれいな水を作るた

　　　　めに、清潔にしています。４日に１回は掃

　　　　除しているからです。

Ｃ３１　Ｃ３０君に付け足しで、（浄水場の）外を見

　　　　るとごみが捨ててあるけど、（浄水場の中に

　　　　は）ごみが落ちていませんでした。

の「きれいな水を

作る」ことに気を

つけているとい

う意見に対して、

付け足したり説

明を加えたりし

て、根拠をより詳

しくしている。

　見学で体験し

たこと、気づきを整理した二とて、事実と考えとを

関連付けて話す二とができ七、圭だ、第７時と比べ

て、ことつの意見に上り多くの子が付け足し、意見

を深める二とができている。

　授業の最後に、「今、こうしている時にも、みんな

のために働いていてくれます。では、みんかにでき

ることはどんなことがあるかな」と投げかけ、考え

を書く時間を設けた。

　Ａ児は振り返りの中で、働いている人は自分が考

えていたよりも、多くのことに気をつけていること

に驚いている。（資料１４）ひとつの事実に対して、

さまざまな工夫があることに、話し合いを通して気

づくことができている。

　事前に対話を行って意見をまとめたことと、話型

に沿った話し方が習熟してきたことで、子どもたち

が自分の考えを分かりやす＜伝えることができ、水

を浄化する仕組みについて、より多面的に考えるこ

とができた、（手立て２）

（３）第３次水を守るためにぼくたちにできること

　　　を考えよう

　①水を守るために自分たちにできることを考える

　　子どもたち【第１５時】

　前時の最後に続き、水を守るために自分たちにで

きることを考えた。子どもたちの多くは、「水を出し

っぱなしにしないようにする」「食べ残しを減らす」

　「川にごみを流さない」と考えた。中には、「お母さ

んに油を流さないでと言ったけど、何回も言って忘

れないようにしてもらう」と、すでに実行に移して

いる子おいた。

して「お母さんに

お風呂の水を洗

たくに利用する

ように言う」、学

校でできること

として「手洗いで

も手を洗ってい

る聞け水を止め

る」を挙げている。

　全員で意見を

交流したあと、

　「みんなが考えた水を守る方法が正しいかどうか確

かめるためにはどうしたらいいかな」と投げかける
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と、「くわしい人に聞いてみればいい」という意見が

出た。そこで、西三河建設事務所分方を招き、下水

道出前講座で教えていただくことにした。

　②話し合いの結果を確かめる子どもたち

　　　【第１６～１８時】

　下水道出前講座では、下水処理の仕組みの説明と

汚れを分解する徹生物の観察、薬品を使った水質調

査、下水から取り出したごみをリサイクルした物の

説明、下水の汚れを分解するために微生物をしてい

ただいた。

　子どもたちは、微生物で下水の汚れを分解するこ

とは知っていたものの、実際にさまざまな種類の微

生物を見て驚いていた。

　水質調査を行い、ほんの少しオレンジジュースを

水に加えただけで薬品が変化することを日の当たり

にして、「たったこれだけで水が汚れてしまうんだ」

と、驚いていた。

　下水道出前講座の終わりには、子どもたちの質問

に答えていただくことができた。子どもだらけ、自

分が考えた水を守る方法について、意見を求めてい

た。

下水道出前講座を終えた子どもたちの中には、「

くは、水のことを学習して思った二とが２つありま

す。　１つは、水を大切にすることです。　2つ目は川

や海にきたない洗剤やマヨネーズを流さないことで

す。ぼくは、もう、家族に言ってリサイクルしても

らっています」という感想が見られた。

A児は，西三．河建設事務所の

方が言われた、

洗剤によって浄

化センターの機

械が壊れてしま

うことがあるこ

とを踏まえ、｢浄

水場や浄化セン

ターの人たちの

金」を設立し、１勝するごとに１０万円を寄付して

いることを紹介し、「これは、ダルビッシュ投手だか

らできる二とですぃみなさんが、自分にできる二と

て水を守つていくことが大切です」と話して、授業

を終えた。

　　「水を守るためにできることは何か」という課題

に対して、自分なりの考えをもって下水道出前講座

に臨むことができた。そのことで、西三河水道局の

方の講話や体験から学んだことを、自分の考えに付

け加えることができた。（手立て１）

ことを考えて、下水道や川などにごみを流したり（し

ないようにして）、まだ使える水は大切にしたいで

す」と書いている。（資料１７）

　単元のまとめとして、下水道出前講座でわかった

ことを交流し、再度、自分にできることを考えた。

Ａ児は、「私は水に関係する仕事をしている人たちが、

少しでも手間をはぶけるように、洗剤を使いすぎな

いようにしたり、それ以外のことでも私にやれるこ

とがあったらやったりして、これからはもっと水を

大切にしたいです」という思いを抱くようになった。

　授業の終わりには、ダルビッシュ有選手が「水基

４。研究の成果

　本研究の主題に迫るための手立てが有効であった

か、Ａ児の取り組みや変容から考える。

【手立て１について】

　予どもたちが主体的に学習し、社会事象をさまざ

まな面から考える力をつけるために、問題解決的な

学習過程で単元を構成した。具体的には、次の五つ

である。

　１　単元全体を通して、課題を明確にし、子ども

　　たら全員が課題に対する予想をもった状態で追

　　究させた。

　２　単元の導入では、世界の水事情や渇水など、

　　身近な水の意外な姿を知ることを取り入れ、子

　　どもたらが水に興味をもつことができるよ引こ

　　した。

　３　身近な水について調べ学習を行い、調べてみ

　　たい「はてな？」を見つけさせた。そして、子

　　どもたちの「はてな？」を整理して学級全体で

　　追究する学習問題を作り、追究した。

　４　話し合いの前に考えをまとめる時間を設け、

　　より多面的に考えられるように対話を行った。

　５　単元の各段階の終末では、次の段階へ追究を

　　スムーズにつなげることができるように、子ど

　　もたちのノートの記述や発言を取り上げ、子ど

　　もたちに投げかけて進めるようにした。

　以上の手立てにより、Ａ児は単元を通して「水」

に興味をもち、追究を進めることができた。また、

課題を解決するために、自分から家族や施設で働く

人に尋ねだり、話し合いで積極的に意見を述べたり

する姿が見られた。そして、友達の意見と自分の意

見とをかかわり合わせたり、施設で働く人の思いに

触れたりする中で、「水」に対して多面的な見方がで

きるようになった。

　【手立て２について】

　問題解決的な学習過程の各段階で、書き方、話し

方など適切な表現方法を身につけさせた○具体的に

は、次の三つである。

　１　一人調べの際にノート指導を行い、わかった

　　ことや考えたことを、箇条書きしたり、図にし

　　たり、イラストにしたりするまとめ方を教えた。

　２　調べ学習の際にノート指導を行い、事実を見

　　つけるだけでなく、事実から自分が考えたこと

　　を書くようにした。

　３　わかったことを交流したり、話し合ったりす

　　る際には、「白浜小『話す・聞く・書く』学年別



　　目標」を活用し、お互いの意見をかかわらせる

　　ことができるように、話し方・聞き方の指導を

　　行った

　以上の手立てにより、Ａ児は、調べ学習で見つけ

た事実を根拠として、自分なりの考えをもち、積極

的に表現することができるようになった。また、話

し合いの際には、友達の意見と自分の意見とを比べ、

　「～さんに似ていて」「～さんと違って」と、お互い

の意見をかかわり合わせる話し方ができるようにな

った。

５．本研究からの提案

（１）問題解決的な学習過程における教師の指導

　公立小学校で研究的に授業を行う場合でも、あま

りに多くの授業時数を費やすことはできない。その

ため、できる限り絞り込んだ形で単元を構成する必

要がある。

　単元「くらしを支える水の秘密を探ろう」の授業

時数１８時間のうち、見学や体験が合わせて５時間

であった。社会科の授業では、毎回最初の５～１０

分を都道府県名や施設の名称など知識。理解に含ま

れる内容に充てている。学校の教育課程や年間行事

予定とのかかわりから、社会科のみに費やす授業時

数は限られている。

　よって、本研究で述べた「手立て１・２」は、問

題解決的な学習を取り入れた社会科の授業を成立さ

せるために必要な教師の指導を、具体的に示してい

る。まとめると次の三つである。

　第一に、単元の導入では、子どもたちの追究意欲

を喚起する授業を行うことである。

　第二に、子どもたちの発言やノートの記述を取り

上げ、教師から子どもに投げかける形で、「つかむ」

　「深める」「広げる」の各段階をつなぐことである。

　第三に、追究するために必要な技能を段階的に身

につけさせ、子どもたち自身で追究を進めていくこ

とができるようにすることである。

　（２）地域教材を授業化する時のポイント

　社会科の教科書で取り上げられるのは、典型事例

であり、学習する内容を顕著に表す事例が取り上げ

られている。　しかし、子どもたちに自分たちの生活

とのかかわりを考えさせたり、体験を通して理解さ

せたりする場合には、身近にある「地域教材」を扱

うことが望ましい。

　これまで、社会科だけでなく、理科や総合的な学

習でも地域教材を授業化してきたことから、地域教

材を扱う単元を組み立てるときのポイントを四つ挙

げる。

　第一に、教材で教えたい内容をできる限り絞り込

むことである。本単元では、「私たちが使う水には、

多くの人の願いが込められていること」である。

　第二に、子どもたちが追究できるように資料を用

意することである。本単元では、浄水場や浄化セン

ターのパンフレットを数種類、図書室の本、市立図

書館の本を教室に用意した。

　第三に、教えたい内容により効果的に迫ることが

できるように、授業を配列することである。本研究

－210

では、水をきれいにする仕組み、水をきれいにする

ための工夫、工夫に込められた働く人の願いという

順に追究が深まるように組み立てた。

　第四に、地域教材を通して子どもたちに学習技能

を身につけさせることである。本単元では、調べ方、

まとめ方、話し方・聞き方の指導を単元構想に組み

込むとともに、評価基準でＣの子への対応を示した。


